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オ
ラ
ン
ダ
留
学
後
、
政
府
軍
の
江
戸
入
城
に
あ
た
り
、
海
軍
副
総
裁
で
あ
っ
た

か
れ
は
、
軍
艦
引
き
渡
し
を
拒
否
し
、
旧
幕
府
海
軍
を
率
い
て
北
上
、
箱
館
五

稜
郭
に
拠
っ
て
、「
蝦
夷
地
共
和
国
」
の
実
現
を
懸
命
に
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、ど
の
よ
う
な
企
図
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

　
「
蝦
夷
地
共
和
国
」
論

榎
本
が
箱
館
五
稜
郭
に
拠
っ
て
、
日
本
近
代
化
路
線
の
う
え
で
「
蝦
夷
地
共

和
国
」論
を
提
起
し
た
こ
と
は
、ま
さ
し
く
蝦
夷
地〈
北
海
道
〉に
民
主
的
な「
共

和
国
」
政
府
の
樹
立
を
目
指
す
わ
け
で
、
榎
本
の
真
の
悲
願
と
す
る
と
こ
ろ
を

点
、
い
ず
れ
榎
本
と
し
て
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
方
途
を
提
示
す
る
段
階
に
至

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

　
「
蝦
夷
地
共
和
国
」
論
の
挫
折

薩
摩
出
身
の
黒
田
清
隆
は
、
幕
末
の
薩
英
戦
争
に
参
加
、
の
ち
薩
長
連
合
に

尽
力
、
戊
辰
戦
争
で
は
、
五
稜
郭
の
戦
い
で
、
榎
本
軍
に
強
引
に
降
服
を
せ
ま
り
、

榎
本
も
つ
い
に
黒
田
の
要
請
を
受
諾
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
従
っ
て
こ
の
時
点

で
、榎
本
の
掲
げ
た
「
蝦
夷
地
共
和
国
」
論
は
、す
っ
か
り
挫
折
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　

　

日
本
近
代
化
路
線
の
「
二
つ
の
道
」

　

高
橋
幸
八
郎
編
『
日
本
近
代
化
の
研
究
（
上
）』（
東
京
大
学
出
版
会
、

―
特
集
　
追
悼
・
三
上
一
夫
―

　
三
上
一
夫
先
生
遺
稿
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ラ
ジ
オ
放
送
・
ア
ド
バ
ル
ー
ン
な
ど
で
、
反
乱
軍
に
帰
順
す
る
よ
う
説
得
し
た

が
、増
田
氏
は
、ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
見
た
こ
と
を
、は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
（「
毎

日
新
聞
」
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
日
（
水
）
朝
刊
に
、
増
田
氏
の
上
半
身
の

肖
像
が
鮮
明
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。

　
　
　

　

語

こ
の
二
・
二
六
事
件
は
、
ま
さ
し
く
「
身
の
毛
が
よ
だ
つ
よ
う
な
事
件
」
で
、

本
事
件
を
契
機
と
す
る
日
中
戦
争
の
発
端
と
な
る
盧
溝
橋
事
件
―
そ
の
後
の
日

本
の
致
命
的
な
歴
史
を
宿
命
づ
け
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
反
乱
将
校
は
陸
軍
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
、
非
公
開
・
弁
護
人
な

し
・
一
審
限
り
の
軍
法
会
議
の
結
果
、
昭
和
十
一
年
七
月
十
二
日
と
翌
年
八
月

接
地
に
、
青
年
将
校
の
遺
族
団
体
（「
仏
心
会
」）
が
慰
霊
像
を
建
立
し
た
。

道
路
を
隔
て
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
同
局
関
係
者
に
よ
る
と
、

処
刑
場
に
近
い
ス
タ
ジ
オ
に
は
「
軍
靴
の
音
」
が
す
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

る
（「
毎
日
新
聞
」
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
日
（
水
）
朝
刊
）。

な
お
こ
の
事
件
で
、
岡
田
内
閣
は
倒
れ
、
統
制
派
に
握
ら
れ
た
軍
部
は
政
治

的
発
言
権
を
ま
す
ま
す
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

（
平
成
二
十
五
年
八
月
十
二
日
受
理
）

［
三
］
満
州
事
変
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　

一　

課　

題

　

関
東
軍
参
謀
石
原
莞
爾
の
世
界
最
終
戦
争
論
に
視
点
を
す
え
た
場
合
、
満
州

事
変
さ
ら
に
満
州
国
成
立
が
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
、
つ
い
で
石
原
が
日
中
戦
争

に
反
対
す
る
方
向
を
た
ど
れ
ば
、
果
た
し
て
前
大
戦
の
よ
う
な
悲
劇
的
な
結
末
を

迎
え
る
か
ど
う
か
の
課
題
意
識
を
し
っ
か
り
ふ
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
巻
一
号

　
　
　

二　

石
原
莞
爾
の
世
界
最
終
戦
争
論

　

関
東
軍
参
謀
石
原
莞
爾
中
佐
は
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
十
八
日
柳

条
溝
の
南
満
州
鉄
道
線
路
を
爆
破
し
、
張
作
霖
爆
死
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
、

こ
れ
を
口
実
に
関
東
軍
は
総
攻
撃
を
開
始
し
〈
満
州
事
変
と
呼
称
〉、
ほ
ぼ
満

州
全
域
を
占
領
。

　

と
こ
ろ
で
石
原
戦
争
哲
学
に
よ
れ
ば
、
戦
争
を
始
め
た
場
合
は
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
戦
争
を
や
め
る
こ
と
で
、
国
益
を
精
い
っ
ぱ
い
低
下
さ
せ
ず
に
す
ま

せ
る
と
の
論
理
を
展
開
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
石
原
と
し
て
は
、
満

州
事
変
後
は
、
戦
争
に
は
反
対
で
、
日
中
戦
争
に
し
て
も
反
対
の
態
度
を
表
明

す
る
。
論
理
学
で
重
視
す
る
「
止
揚
（
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
）」
す
る
こ
と
で
、

見
事
矛
盾
点
を
克
服
す
る
の
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
後
は
東
条
英
機
と
の
対
立

に
よ
り
、
大
戦
後
の
戦
犯
指
名
を
ま
ぬ
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

三　

満
州
事
変
勃
発
の
背
景

　

前
述
の
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
十
八
日
の
柳
条
溝
の
張
作
霖
爆
殺
事

件
に
起
因
す
る
満
州
事
変
に
お
い
て
、
張
作
霖
の
子
張
学
良
は
国
民
政
府
に
追

従
し
て
日
本
に
抵
抗
す
る
態
度
を
示
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
軍
部
〈
関
東

軍
〉
を
中
心
に
、
満
州
占
領
を
強
行
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
。

　

政
府
は
不
拡
大
方
針
を
と
っ
た
が
、
現
地
軍
〈
関
東
軍
〉
は
そ
れ
を
無
視
し

て
、
翌
昭
和
七
年
一
月
ま
で
に
ほ
ぼ
東
三
省
全
域
を
占
領
、
同
時
に
関
東
軍
に

自
治
指
導
部
を
設
置
し
、
そ
の
手
先
に
独
立
運
動
を
起
こ
さ
せ
、
同
年
三
月
一

日
満
州
国
建
国
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

四　

満
州
国
創
設
に
か
か
わ
る
関
連
的
把
握

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
、
日
本
は
清
朝
の
最
後
の
皇
帝
愛
新
覚
羅
溥

儀
を
担
ぎ
出
し
満
州
国
を
建
国
す
る
。

　

も
と
も
と
満
州
地
域
は
中
国
と
は
い
っ
て
も
、
漢
民
族
の
支
配
す
る
地
域
で

は
な
く
、
満
民
族
（
清
な
ど
の
王
朝
を
つ
く
っ
て
い
た
民
族
）
の
住
む
地
域
で

あ
っ
た
か
ら
、
一
応
筋
だ
け
は
通
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
満
州
国
の
政
府
は
、

関
東
軍
の
意
の
ま
ま
に
動
く
者
で
固
め
ら
れ
、
政
治
は
関
東
軍
の
意
の
ま
ま
に

行
わ
れ
た
か
ら
、
満
州
国
は
、
日
本
の
傀
儡
（
操
り
人
形
）
政
権
と
い
え
よ
う
。

　

翌
八
年
（
一
九
三
三
）
国
際
連
盟
が
満
州
国
創
設
を
否
認
す
る
と
、
日
本
は

連
盟
を
脱
退
し
た
。
満
州
国
を
認
め
た
の
は
、
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
数
か

国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
　

総　

括

　

関
東
軍
参
謀
石
原
莞
爾
中
佐
は
戦
争
を
始
め
た
場
合
は
、仲
介
国
を
通
じ
て
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
戦
争
を
や
め
る
こ
と
で
、
国
益
を
精
い
っ
ぱ
い
低
下
さ
せ

ず
に
す
ま
せ
る
と
の
論
理
を
ふ
ま
え
、
満
州
事
変
後
の
日
中
戦
争
に
は
断
乎
反

対
し
た
が
、
こ
の
点
、
太
平
洋
戦
争
の
指
導
者
が
一
億
玉
砕
論
を
唱
え
た
こ
と

に
は
、
全
く
相
い
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
満
州
事
変
～
満
州
国
成
立
に
か
か
わ
る
歴
史
的
性
格
を
考
え
た
場
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合
、
石
原
参
謀
の
日
中
戦
争
に
反
対
し
た
よ
う
な
方
向
を
た
ど
れ
ば
、
前
大
戦

の
悲
劇
的
結
末
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
平
成
二
十
五
年
八
月
十
二
日
受
理
）

［
注
記
］

　
　

平
成
二
十
五
年
、
三
上
一
夫
先
生
が
三
度
に
わ
た
っ
て
本
会
事
務
局
に
寄
稿
さ
れ
た

論
稿
を
、
ご
遺
族
の
同
意
を
得
て
掲
載
し
た
。
い
ず
れ
も
先
生
ご
自
身
の
校
正
を
経
て

お
ら
ず
、そ
の
意
味
で
は
未
完
成
の
論
稿
で
あ
る
点
は
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
論
稿
か
ら
は
、
そ
の
旺
盛
な
執
筆
意
欲
や
研
究
へ
の
真
摯
な
姿
勢
が
伝
わ
り
、

ま
た
晩
年
の
関
心
の
所
在
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
た
め
、
あ
え
て
遺
稿
の
形
で
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

（
事
務
局
）




